天保末期の「絵兄弟」 : 『滑稽絵姿合』小考 by 鈴木, 奈生 & SUZUKI, Nao
は
じ
め
に
寛
政
六
年(
一
七
九
四)
に
出
版
さ
れ
た
山
東
京
伝
作『
絵
兄
弟』
に
、
次
の
よ
う
な
挿
絵
が
あ
る(
図
一)
。
見
開
き
の
右
半
丁
に
は
、『
桂
川
連
理
柵』
な
ど
で
著
名
な
〈
お
半
〉
を
背
負
い
桂
川
に
向
か
う
〈
長
右
衛
門
〉
の
図
が
、
左
半
丁
に
は
、
池
か
ら
〈
阿
弥
陀
如
来
〉
に
呼
び
掛
け
ら
れ
た
〈
本
田
善
光
〉
が
如
来
像
を
背
負
っ
て
信
濃
路
を
行
っ
た
と
い
う『
善
光
寺
縁
起』
の
一
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
図
を
対
と
し
て
並
べ
て
い
る
の
だ
が
、
仏
縁
に
牽
か
れ
て
い
く
本
田
善
光
と
、
心
中
に
向
か
う
穢
濁
の
男
女
と
い
う
全
く
異
な
る
も
の
を
、
背
負
う
と
い
う
形
の
酷
似
で
結
び
付
け
た
点
に
妙
が
あ
る
(
１)
。
『
絵
兄
弟』
は
、
宝
井
其
角
が
編
ん
だ
『
句
兄
弟』
の
趣
向
を
戯
画
に
転
じ
、
一
見
し
た
形
は
似
て
い
る
が
内
実
に
落
差
の
あ
る
事
物
を
兄
弟
の
対
と
し
て
配
置
し
、
そ
こ
に
戯
文
を
寄
せ
た
見
立
絵
本
で
、
こ
の
一
対
の
見
立
絵
と
い
う
形
式
は
、
絵
師
北
尾
政
演
で
も
あ
り
、
多
く
の
見
立
絵
本
に
お
い
て
そ
の
才
を
発
揮
し
た
京
伝
な
ら
で
は
の
新
機
軸
で
あ
っ
た
。
中
野
三
敏
氏
が
、
宝
暦
年
間
に
出
さ
れ
た
漕
川
ぎ
ち
か
わ
小
舟
せ
う
し
う
作『
見
立
百
化
鳥』
に
始
ま
る
見
立
絵
本
作
品
を
整
理
し
記
さ
れ
た
見
立
絵
本
目
録
(
２)
に
お
い
て
は
、『
絵
兄
弟』
は
二
十
八
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
録
の
最
後
に
あ
た
る
三
十
六
番
目
の
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
柳
下
亭
種
員
作
・
歌
川
国
芳
画『
滑
稽
絵
姿
合』
(
中
野
氏
の
目
録
で
は
、『
絵
姿
合』
と
し
て
載
る
。
以
下『
絵
姿
合』
と
略
す)
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の『
絵
姿
合』
を
考
察
対
象
と
す
る
。
種
員
自
序
に
、｢
故
人
京
傳
翁
の
画ゑ
兄
弟
き
や
う
だ
い
ハ
、
寛
政
六
年
の
新
版
し
ん
ぱ
ん
に
て
、
耕
書
堂
の
大
當
お
ほ
あ
た
り
も
、
五
十
余よ
年
の
い
に
し
へ
な
が
ら
、
世よ
の
人
今いま
に
も
て
は
や
す
、
他よそ
の
作
意
さ
く
い
も
羨
う
ら
や
ま
し
く｣
と
あ
る
よ
う
に
、『
絵
姿
合』
が
『
絵
兄
弟』
に
連
な
る
意
識
で
以
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
形
式
的
・
内
容
的
に
も
原
書
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
｢『
絵
兄
弟』
の
続
編
(
３)｣
と
も
言
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
る(
図
二
、
図
三)
。
し
か
し
な
が
ら
、
続
編
と
言
っ
て
も
、『
絵
姿
合』
が
出
さ
れ
た
の
は
天
保
十
五
年(
一
八
四
四
。
こ
の
年
の
十
二
月
二
日
に
弘
化
に
改
暦)
で
あ
っ
て
、『
絵
兄
弟』
が
出
版
さ
れ
た
寛
政
六
年
か
ら
は
五
十
年
も
の
時
を
隔
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
絵
姿
合』
以
前
に
『
絵
兄
弟』
に
倣
っ
た
絵
本
作
品
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
、『
絵
兄
弟』
の
リ
バ
イ
バ
ル
作
品
で
あ
る『
絵
姿
合』
の
刊
行
は
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
出
来
事
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の『
絵
兄
弟』
の
リ
バ
イ
バ
ル
、
換
言
す
れ
ば｢
絵
兄
弟｣
―  ―
 
 
 
 
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(
二
重
括
弧
は
書
名
を
、
一
重
括
弧
は
趣
向
を
示
す)
と
い
う
趣
向
へ
の
注
目
と
い
う
現
象
が
、
何
故
天
保
末
期
と
い
う
時
期
に
見
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
出
発
点
と
し
た
い
。
そ
し
て
、『
絵
姿
合』
刊
行
の
背
景
を
探
り
そ
の
契
機
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、『
絵
姿
合』
の
文
学
史
上
で
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
と
考
え
る
。
一
、
書
誌
ま
ず
、『
絵
兄
弟』
と『
絵
姿
合』
と
の
書
誌
を
簡
略
に
記
す
。
・『
新
梓
戯
作
絵
兄
弟』
(
角
書
は
題
簽
に
よ
る)
、
中
本
一
巻
一
冊
、
山
東
京
伝
作
・
画
、
寛
政
六
年
(
一
七
九
四)
、
江
戸
蔦
屋
重
三
郎
・
鶴
屋
喜
右
衛
門
相
板
。
中
野
三
敏
氏
に
よ
る
本
作
の
翻
刻
・
注
釈
が
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
の
底
本
と
し
て
使
用
し
た(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
は
中
野
三
敏
蔵
本)
。
文
化
十
三
年
(
一
八
一
六)
以
降
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
改
刻
・
改
題
本
(『
教
訓
絵
兄
弟』
と
改
題)
、
さ
ら
に
そ
の
後
印
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
４)
。
・『
滑
稽
絵
姿
合』
、
中
本
一
巻
一
冊
、
柳
下
亭
種
員
作
・
朝
櫻
楼
国
芳(
歌
川
国
芳)
画
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
、
江
戸
蔦
屋
重
三
郎
板
。
序
文
に
名
主
で
あ
る
村
松
源
六
の
改
印
が
あ
る
。
白
戸
満
喜
子
氏
に
よ
る
国
会
図
書
館
蔵
本(
二
〇
八
―
八)
の
翻
刻
・
解
題
が
備
わ
っ
て
お
り
(
５)
、
書
誌
に
つ
い
て
は
白
戸
論
文
の
記
述
を
確
認
し
た
。
ま
た
本
稿
の
底
本
も
、
国
会
図
書
館
蔵
本
を
使
用
し
た
。
諸
本
と
し
て
は
、
序
文
末
尾
に
記
さ
れ
た｢
天
保
十
五
甲
辰
孟
陬
發
行｣
の
部
分
が
、｢
嘉
永
四
年
亥
の
春
新
板｣
と
な
っ
て
い
る
後
印
本
が
存
在
す
る
。
本
作
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
白
戸
氏
の
諸
論
文
(
６)
が
挙
げ
ら
れ
る
他
、
黒
澤
愛
子
氏
に
よ
る
見
立
絵
本
に
お
け
る
位
置
付
け
を
試
み
た
論
文
(
７)
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
先
学
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
『
絵
姿
合』
の
作
者
で
あ
る
柳
下
亭
種
員
は
、
姓
・
号
・
閲
歴
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
が
、『
名
人
忌
辰
録』
は
、
本
姓
板
倉
氏
・
幼
名
金
次
郎
ま
た
万
太
郎
・
別
号
麓
園
、
乾
坤
坊
良
斎
に
弟
子
入
り
し
て
紀
ノ
海
音
の
名
で
講
釈
も
し
、
そ
の
後
、
柳
亭
種
彦
の
門
に
入
り
種
員
と
号
し
た
と
記
す
。
合
巻
の
初
作
は
、『
勧
善
懲
悪
乗
合
噺』
(
初
編
天
保
十
五
年
刊)
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
嘉
永
期
か
ら
は
合
巻
作
者
と
し
て
活
躍
し
、『
白
縫
譚』
・『
児
雷
也
豪
傑
譚』
な
ど
の
作
品
に
携
わ
っ
た
(
８)
。
天
保
十
五
年
の
刊
記
を
持
つ
著
作
に
は
、『
絵
姿
合』
・『
勧
善
懲
悪
乗
合
噺』
初
編
・『
春
奥
福
神
咄』
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
著
作
は
管
見
に
入
ら
な
い
。『
絵
姿
合』
自
序
に
て
、｢
名な
さ
へ
得え
し
れ
ぬ
新でも
作
者
ざ
く
し
や｣
で
あ
る
自
分
を｢
ゆ
く
 
小
説
家
さ
く
し
や
の
連
判
れ
ん
ば
ん
に
、
御
加
お
く
は
へ
な
さ
れ
て
く
だ
さ
る
や
う
、
偏
ひ
と
へ
に
ね
が
ひ
た
て
ま
つ
る｣
と
挨
拶
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
天
保
十
五
年
刊
行
の
著
作
を
以
て
、
本
格
的
に
戯
作
者
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
画
工
を
務
め
た
歌
川
国
芳
は
、
初
代
国
貞
と
並
ぶ
初
代
豊
国
の
高
弟
で
、
文
化
八
年(
一
八
一
一)
に
豊
国
に
入
門
し
て
以
降
、
し
ば
ら
く
不
遇
の
時
代
を
送
っ
た
が
、
文
政
末
期
に｢
通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
個(
壹
人)｣
の
シ
リ
ー
ズ
で
好
評
を
得
、
武
者
絵
の
国
芳
と
し
て
人
気
を
集
め
た
。
天
保
年
間
は
、
国
芳
の
芸
術
の
伸
張
期
と
さ
れ
て
お
り
、
洋
画
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
風
景
画
や
戯
画
な
ど
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
(
９)
。
―  ―
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図
一『
絵
兄
弟』
六
番
挿
絵
図
二『
絵
兄
弟』
一
番
挿
絵
二
、
種
員
と
国
芳
二
―
一
、
両
者
の
差
異
前
述
し
た
よ
う
に
、『
絵
姿
合』
は
『
絵
兄
弟』
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
両
者
の
差
異
に
着
目
し
て
み
る
と
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
前
者
が
十
五
番
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
十
番
構
成
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
だ
が
、
こ
れ
は
取
り
立
て
て
問
題
に
す
べ
き
点
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
根
本
的
か
つ
重
大
な
違
い
と
し
て
看
過
出
来
な
い
の
は
、『
絵
兄
弟』
は
、
文
・
絵
と
も
に
京
伝
一
人
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
が
、『
絵
姿
合』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
を
種
員
と
国
芳
と
い
う
別
の
人
物
が
手
掛
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
京
伝
は
絵
師
北
尾
政
演
で
も
あ
っ
た
の
で
、
『
絵
兄
弟』
の
よ
う
な
自
画
自
作
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
が
、
近
世
期
に
お
い
て
は
、
京
伝
の
よ
う
な
背
景
を
持
た
な
い
戯
作
者
た
ち
も
、
一
般
に
、
文
章
だ
け
で
は
な
く
画
組
も
共
に
按
じ
て
画
工
に
指
示
を
出
し
て
い
た
事
実
が
、
草
双
紙
や
読
本
等
の
草
稿
や
稿
本
な
ど
か
ら
窺
え
る
。
と
な
れ
ば
、
や
は
り
『
絵
姿
合』
も
、
作
者
で
あ
る
種
員
の
指
示
を
基
に
国
芳
が
絵
を
添
え
た
と
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
｢
絵
兄
弟｣
の
性
質
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
可
能
性
に
即
座
に
は
首
肯
し
難
い
。
と
い
う
の
も
、｢
絵
兄
弟｣
の
趣
向
に
よ
る
作
品
の
眼
目
は
、
あ
く
ま
で
も
対
と
す
る
兄
弟
の
巧
み
さ
や
意
外
性
に
あ
る
の
で
、
第
一
に
求
め
ら
れ
る
の
は
見
立
て
の
技
巧
で
あ
り
、
制
作
過
程
と
し
て
も
ま
ず
兄
弟
の
組
合
せ
を
考
え
、
後
に
そ
れ
に
添
え
る
戯
文
を
書
く
と
い
う
順
序
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
、
種
員
が
｢
新
作
者｣
(
自
序)
で
あ
っ
た
事
も
考
え
併
せ
る
と
、
画
組
も
含
め
た
作
品
全
体
の
構
成
を
、
種
員
が
独
力
で
作
り
―  ―
図
三『
絵
姿
合』
一
番
挿
絵
上
げ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
ま
ず
種
彦
と
国
芳
が
名
を
連
ね
た
作
品
群
を
概
観
し
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
両
者
の
関
わ
り
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
以
下
に
、
管
見
に
入
っ
た
該
当
作
品
を
簡
略
に
示
す
。
な
お
、
浮
世
絵
作
品
に
関
し
て
は
、
主
に
岩
切
友
里
子
氏
の
論
文｢
梅
屋
と
国
芳｣
(
一
(
 ))
を
参
照
し
、
便
宜
上
私
に
Ａ
群
と
Ｂ
群
と
に
分
類
し
た
。
分
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
○
国
芳
の
浮
世
絵
作
品
Ａ
群
・｢
縞
揃
し
ま
ぞ
ろ
ひ
女
お
ん
な
弁
慶
べ
ん
け
い｣
…
全
十
枚
揃
、
伊
場
屋
久
兵
衛
板
、
改
印｢
浜｣
・｢
衣
笠｣
の
二
種
、
天
保
十
五
年(
一
八
四
四)
刊
行
。
画
中
に
狂
歌
讃
が
添
え
ら
れ
る
が
、
内｢
鬼
若
と
鯉｣
・｢
五
条
橋｣
・｢
制
札｣
が
柳
下
亭
種
員
詠
歌
で
あ
る
(
 )
。
・｢
大
願
だ
い
が
ん
成
就
じ
よ
う
じ
ゆ
有
ヶ
滝
あ
り
が
た
き
縞じま｣
…
全
十
枚
揃
、
伊
場
屋
仙
三
郎
板
、
改
印
｢
浜｣
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三)
〜
弘
化
四
年
(
一
八
四
七)
間
の
刊
行
。
狂
歌
讃
が
添
え
ら
れ
、｢
箱
根
山
玉
簾
の
滝｣
が
柳
下
亭
種
員
に
よ
る
。
・｢
国
芳
模
様
正
札
附
現
金
男｣
…
全
十
枚
揃
、
伊
場
屋
久
兵
衛
板
、
改
印｢
渡｣
・｢
浜｣
の
二
種
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五)
頃
刊
行
。
狂
歌
讃
が
添
え
ら
れ
、｢
白
井
権
八｣
・｢
野
晒
悟
助｣
が
柳
下
亭
種
員
に
よ
る
。
Ｂ
群
・｢
譬
諭
た
と
へ
草ぐさ
を
し
へ
早
引
は
や
び
き｣
…
十
一
図
が
知
ら
れ
る
、
有
田
屋
清
右
衛
門
板
、
改
印｢
普｣
・｢
高｣
の
二
種
、
天
保
十
四
年(
一
八
四
三)
頃
刊
行
か
。
画
中
に
柳
下
亭
種
員
に
よ
る
教
訓
的
な
文
章
と
狂
歌
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
賢
勇
け
ん
ゆ
う
婦
女
ふ
ぢ
よ
鏡
か
ゞ
み｣
…
四
図
が
管
見
に
入
る
、
板
元
未
詳(｢
山
形
に
榮｣
の
板
元
印)
、
改
印
｢
田
中｣
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
刊
行
。
四
図
全
て
に｢
柳
下
亭
種
員
筆
記｣
と
記
さ
れ
た
賢
女
の
略
伝
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
十
賢
じ
ふ
け
ん
女
扇
を
ん
な
あ
ふ
ぎ｣
…
二
図
が
管
見
に
入
る
、
藤
岡
屋
彦
太
郎
板
、
改
印
｢
村
松｣
、
天
保
十
五
年(
一
八
四
四)
刊
行
。
二
図
と
も
に｢
柳
下
亭
種
員
筆
記｣
と
記
さ
れ
た
賢
女
の
略
伝
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
美
眉
み
た
て
十
二
史
し
ふ
に
し｣
…
七
図
が
管
見
に
入
る
、
伊
勢
屋
市
兵
衛
・
海
老
屋
林
之
助
・
小
島
屋
重
兵
衛
・
伊
場
屋
仙
三
郎
板
、
改
印
｢
村｣
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五)
刊
行
か
。
内
五
図
に
柳
下
亭
種
員
に
よ
る
略
伝
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
小
倉
擬
百
人
一
種｣
…
国
芳
・
広
重
・
豊
国
に
よ
る
百
枚
揃
の
シ
リ
ー
ズ
。
伊
場
屋
仙
三
郎
板
、
改
印
は
｢
村
松｣
・｢
浜｣
・｢
衣
笠｣
・｢
村｣
・｢
村
田｣
・
｢
米
良｣
・｢
渡｣
・｢
普｣
の
名
主
単
印
の
他
、｢
吉
村
・
村
松｣
｢
村
田
・
米
良｣
の
名
主
双
印
が
見
ら
れ
る
、
弘
化
三
年
(
一
八
四
六)
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
刊
行
。
本
図
に
描
か
れ
た
人
物
や
故
事
に
関
す
る
文
章
が
添
え
ら
れ
る
が
、
筆
記
者
名
不
記
載
の
図
が
七
図
あ
る
他
は
、
全
て
種
員
が
手
掛
け
る
。
―  ―
・｢
唐
土
二
十
四
孝｣
…
全
二
十
四
枚
揃
、
板
元
印
な
し
、
改
印
な
し
、
嘉
永
期
の
刊
行
か
。
｢
種
員
謹
記｣
と
記
さ
れ
た
二
十
四
孝
の
略
伝
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
偽
一
休
和
尚
説
法
之
図｣
…
大
判
三
枚
続
、
上
州
屋
金
蔵
板
、
改
印
｢
村｣
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三)
〜
弘
化
四
年
(
一
八
四
七)
間
の
刊
行
。
京
伝
の
読
本『
本
朝
酔
菩
提』
内
の
挿
絵
を
ほ
ぼ
同
構
図
で
描
き
、
そ
れ
に
解
説
風
の
戯
文
(｢
故
人
京
伝
翁
の
著
作
せ
ら
れ
し
本
朝
酔
菩
提
の
文
を
称
省
略
す
柳
下
亭
種
員
筆
記｣
と
あ
る)
を
付
し
た
作
品
。
種
員
の
狂
歌
も
添
え
ら
れ
る
(
 )
。
・｢
義
経
功
臣
四
天
王
出
世
鑑
之
内
亀
井
六
郎｣
…
大
判
三
枚
続
、
西
村
屋
与
八
板
(
後
摺
板)
、
改
印
｢
吉
村
・
衣
笠｣
、
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九)
刊
行
。
題
名
か
ら
す
れ
ば
、
四
図
の
組
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
出
版
作
で
知
ら
れ
る
の
は
本
図
の
み
。｢
柳
下
亭
種
員
筆
記｣
と
記
さ
れ
た
略
伝
が
添
え
ら
れ
る
。
○
種
員
作
国
芳
画
の
作
品
・『
滑
稽
絵
姿
合』
…
天
保
十
五(
一
八
四
四)
年
、
蔦
屋
重
三
郎
板
。
・『
春
奥
福
神
咄』
…
天
保
十
五
年
、
錦
彩
堂
虎
松
板
。
・『
勧
善
懲
悪
乗
合
噺』
初
編
・
二
編
…
初
編
天
保
十
五
年
、
二
編
天
保
十
六
年(
刊
記
に
よ
る)
、
太
田
屋
佐
吉
板
。
※
種
員
作
国
芳
画
の
作
品
に
つ
い
て
は
、『
絵
姿
合』
刊
行
と
同
時
期
の
作
品
に
限
っ
て
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
種
員
が
狂
歌
・
戯
文
な
ど
の
讃
を
寄
せ
た
国
芳
の
揃
物
や
、
国
芳
が
挿
絵
を
手
掛
け
た
種
員
の
著
作
が
、
主
に
天
保
末
期
か
ら
弘
化
期
に
か
け
て
散
見
す
る
事
実
が
確
認
出
来
る
。
浮
世
絵
作
品
で
Ａ
群
と
し
て
示
し
た
三
シ
リ
ー
ズ
の
内
、｢
縞
揃
女
弁
慶｣
は
、｢
画
中
に
当
時
の
狂
歌
師
の
讃
を
記
す
所
か
ら
衣
裳
の
宣
伝
、
あ
る
い
は
狂
歌
師
仲
間
の
誂
え
品
的
性
格
の
品
と
見
ら
れ
る
(
 )｣
と
さ
れ
て
お
り
、
｢
大
願
成
就
有
ヶ
滝
縞｣
に
つ
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。｢
国
芳
模
様
正
札
附
現
金
男｣
は
、
戯
曲
や
巷
説
で
知
ら
れ
る
侠
客
を
題
材
に
し
て
い
る
の
で
、
美
人
画
で
あ
る
前
者
二
種
と
は
趣
が
異
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
共
通
す
る
狂
歌
師
の
讃
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
三
シ
リ
ー
ズ
が
、
い
ず
れ
も
背
景
に
特
定
の
狂
歌
グ
ル
ー
プ
と
の
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
狂
歌
師
達
は
、
種
員
以
外
に
｢
梅
屋｣
・｢
五
瀬
乃
屋｣
・
｢
宝
市
亭｣
他
数
名
で
、
岩
切
氏
が
こ
の
三
シ
リ
ー
ズ
を
｢
梅
屋
連
と
で
も
言
う
べ
き
狂
歌
師
達
の
讃
を
入
れ
た
半
身
図
の
揃
物
(
 )｣
で
あ
る
と
言
及
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
梅
屋
鶴
寿
を
中
心
と
し
た
狂
歌
グ
ル
ー
プ
の
面
々
で
あ
っ
た
。梅
屋
鶴
寿
は
、
国
芳
の
後
援
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ
、
明
治
六
年(
一
八
七
三)
に
三
囲
神
社
内
に
建
て
ら
れ
た｢
一
勇
斎
歌
川
国
芳
先
生
墓
表｣
の
碑
文
に
は
、｢
先
生
與
梅
屋
鶴
壽
情
交
尤
密
恰
如
兄
弟
鶴
壽
賛
成
其
業
四
十
年
(
 )｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
梅
屋
は
、
梅
屋
鶴
子
と
号
す
狂
歌
師
と
し
て
早
く
か
ら
活
躍
し
、
本
町
側
の
判
者
を
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
碑
文
の
内
容
に
従
え
ば
、
二
人
の
出
会
い
は
文
政
五
年(
一
八
二
二)
頃
と
な
り
、
国
芳
と
し
て
は
、
文
政
元
年(
一
八
一
八)
以
来
挿
絵
本
の
作
品
が
一
点
も
な
く
、
錦
絵
も
僅
か
な
作
品
の
み
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
困
窮
時
代
と
さ
れ
て
―  ―
い
る
時
代
で
あ
る
。
国
芳
は
、
そ
の
後
、
文
政
十
年(
一
八
二
七)
頃
か
ら
刊
行
さ
れ
た
｢
通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
之
一
個
(
壹
人)｣
の
シ
リ
ー
ズ
で
好
評
を
得
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
に
梅
屋
の
関
与
が
介
在
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
六
年(
一
八
五
三)
八
月
に
隠
密
廻
り
が
国
芳
の
行
状
を
探
査
し
た
報
告
書
に
は
、
国
芳
が
板
元
か
ら
受
け
た
注
文
の
絵
の
図
取
を
梅
屋
に
相
談
し
て
決
め
て
い
る
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
梅
屋
が
国
芳
の
制
作
活
動
の
中
で
、
単
な
る
賛
助
者
以
上
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
Ａ
群
は
、
そ
の
梅
屋
の
狂
歌
グ
ル
ー
プ
に
種
員
も
名
を
連
ね
て
い
た
痕
跡
を
示
し
て
お
り
、
梅
屋
を
介
し
て
の
国
芳
と
種
員
と
の
交
流
を
想
像
さ
せ
る
。
一
方
、
Ｂ
群
は
、
天
保
改
革
に
お
け
る
錦
絵
の
取
締
り
後
に
多
く
制
作
さ
れ
た
忠
孝
貞
女
物
・
教
訓
物
の
図
に
教
訓
的
な
解
説
文
や
取
材
し
た
人
物
の
略
伝
等
を
添
え
た
作
品
群
で
、
Ａ
群
の
狂
歌
讃
と
異
な
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
を
通
し
て
種
員
が
文
章
の
筆
記
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、｢
偽
一
休
和
尚
説
法
之
図｣
や｢
義
経
功
臣
四
天
王
出
世
鑑
之
内
亀
井
六
郎｣
と
い
っ
た
揃
物
で
は
な
い
作
品
も
確
認
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、
種
員
が
狂
歌
師
と
し
て
梅
屋
と
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
縁
で
国
芳
と
仕
事
を
す
る
機
会
を
得
た
の
か
、
そ
れ
と
も
国
芳
の
取
り
持
ち
で
梅
屋
一
派
に
加
わ
る
に
至
っ
た
の
か
は
、
こ
こ
で
取
り
挙
げ
た
作
品
か
ら
の
情
報
の
み
で
は
判
断
し
か
ね
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
で
あ
る
の
は
、『
絵
姿
合』
刊
行
の
前
後
状
況
と
し
て
、
両
者
が
手
を
組
ん
だ
作
品
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
芳
の
浮
世
絵
作
品
に
、｢
柳
下
亭
種
員｣
の
名
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
は
、｢
新
作
者｣
で
あ
る
種
員
の
言
わ
ば
宣
伝
的
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
種
員
が
戯
作
者
と
し
て
の
足
掛
か
り
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
国
芳
作
品
と
の
繋
が
り
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
推
測
出
来
る
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
戯
作
者
と
し
て
の
揺
籃
期
に
、
師
で
あ
る
種
彦
を
失
っ
た
事(
天
保
十
三
年
〈
一
八
四
二
〉
七
月
没)
の
影
響
が
、
天
保
十
四
年
以
降
の
こ
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
―
二
、『
絵
姿
合』
に
窺
え
る
国
芳
作
品
の
影
響
さ
て
、『
絵
姿
合』
の
挿
絵
に
目
を
向
け
る
と
、
国
芳
の
浮
世
絵
作
品
を
想
起
さ
せ
る
図
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
、
八
番
｢
弟
 室
蟷｣
(
対
は
｢
兄
地
蔵
尊｣)
及
び
十
番
｢
兄
鬼
童
丸｣
(
対
は
｢
弟
旅
神
楽｣)
の
二
図
で
、
両
者
と
も
国
芳
作
品
に
酷
似
し
た
図
様
が
確
認
さ
れ
る
。
｢
 室
蟷｣
図
(
図
四)
に
つ
い
て
は
、
白
戸
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
保
十
四
年(
一
八
四
三)
に
刊
行
さ
れ
た
国
芳
の｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
(
図
五)
に
描
か
れ
た
土
蜘
蛛
と
姿
形
が
酷
似
し
て
い
る
(
 )
。｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
は
、
病
床
の
頼
光
に
宿
直
す
る
四
天
王
、
背
後
に
立
つ
土
蜘
蛛
な
ど
、
土
蜘
蛛
退
治
の
説
話
に
取
材
し
た
武
者
絵
の
体
裁
を
取
り
な
が
ら
も
、
天
保
改
革
を
風
刺
し
た
作
と
し
て
非
常
に
有
名
な
も
の
で
、
先
学
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
故
詳
細
は
述
べ
な
い
が
、
頼
光
は
将
軍
家
慶
、
卜
部
季
武
が
老
中
水
野
忠
邦
、
兎
の
置
物
が
天
保
十
四
年
卯
年
を
示
す
と
解
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
ま
た
、
背
後
に
描
か
れ
た
妖
怪
群
の
見
立
て
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
記
録
類
に
諸
説
残
さ
れ
て
お
り
、
憶
測
が
過
熱
し
判
じ
絵
と
し
て
大
評
判
と
な
っ
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
白
戸
氏
は
、｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
の
土
蜘
蛛
は
、
目
が
二
つ
で
あ
る(
額
部
分
に
は
黒
点
の
模
様
の
よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
る)
に
対
し
て
、『
絵
姿
合』
で
は
三
つ
目
に
描
か
れ
―  ―
―  ―
図
四『
絵
姿
合』
八
番
挿
絵(
弟)
図
六｢
源
頼
光
土
蜘
蛛
の
妖
怪
を
斬
る｣
図
五｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
蛛
妖
怪
図｣
(
右)
て
い
る
点
に
着
目
し
、『
開
版
指
針』
や
『
浮
世
の
有
様』
と
い
っ
た
記
録
類
に
、
当
作
品
の
土
蜘
蛛
の
眼
が
罷
免
さ
れ
た
南
町
奉
行
矢
部
駿
河
守
の
定
紋
の
三
つ
巴
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
内
容
の
記
述
が
見
え
る
が
、
実
際
に
は
国
芳
の｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
で
三
つ
巴
の
眼
を
持
つ
土
蜘
蛛
が
描
か
れ
て
い
る
板
は
確
認
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
の
評
判
を
受
け
て
出
さ
れ
た
追
従
作
品
に
描
か
れ
た
図
様
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
否
め
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、｢
『
滑
稽
絵
姿
合』
の
土
蜘
蛛
は
、
国
芳
が
描
い
た
｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
の
土
蜘
蛛
に
対
す
る
人
々
の
解
釈
と
異
版
の
土
蜘
蛛
を
混
ぜ
込
ん
で
再
創
作
し
た
妖
怪｣
で
あ
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
指
摘
で
は
あ
る
が
、
至
極
単
純
に
考
え
る
な
ら
ば
、
三
つ
目
は
あ
く
ま
で
も
対
と
な
る
地
蔵
尊
の
白
毫
に
対
す
る
見
立
て
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
じ
く
国
芳
の
土
蜘
蛛
退
治
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る｢
源
頼
光
土
蜘
蛛
の
妖
怪
を
斬
る｣
(
西
村
屋
与
八
板
、
改
印
｢
極｣
、
文
政
後
期
。
図
六)
は
、
頼
光
に
切
り
掛
か
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
の
で
、
正
体
を
現
し
か
か
っ
た
土
蜘
蛛
に
怪
僧
の
腕
や
髪
、
衣
裳
な
ど
が
残
っ
た
形
で
描
か
れ
る
の
に
対
し
、｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
は
、
病
床
に
伏
す
頼
光
の
元
へ
怪
僧
に
化
け
て
近
付
く
場
面
で
あ
る
の
で
、
土
蜘
蛛
は
二
足
で
立
つ
人
型
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
絵
姿
合』
の
土
蜘
蛛
図
は
後
者
の
怪
僧
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
怪
僧
に
、
地
蔵
の
光
背
・
手
に
し
た
宝
珠
と
錫
杖
・
蓮
華
座
・
地
面
に
転
が
る
石
に
お
の
お
の
対
応
さ
せ
た
蜘
蛛
の
巣
・
手
に
し
た
縄
と
錫
杖
・
碁
盤
・
地
面
に
転
が
る
碁
石
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
地
蔵
尊
と
対
を
成
す
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
額
の
三
つ
目
の
瞳
も
、
そ
の
見
立
て
の
た
め
の
一
要
素
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
土
蜘
蛛
は
国
芳
が
し
ば
し
ば
描
い
て
き
た
題
材
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
十
番
の
兄
で
あ
る
鬼
童
丸(
図
七)
も
、
国
芳
の
武
者
絵
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
画
題
の
一
つ
で
あ
る
。
妖
賊
鬼
童
丸
が
、
源
頼
光
の
弟
頼
信
に
捕
ら
え
ら
れ
た
時
、
頼
光
が
そ
の
縛
め
を
強
化
す
る
よ
う
に
勧
め
た
こ
と
を
怨
み
、
夜
半
脱
獄
し
て
、
暁
方
に
市
原
野
を
通
る
頼
光
を
待
ち
伏
せ
て
襲
う
が
誅
伐
さ
れ
る
と
い
う
説
話
で
、『
古
今
著
聞
集』
巻
九
に
出
る
が
、
以
後
様
々
に
伝
え
ら
れ
て
、
武
者
絵
本
類
な
ど
に
頻
出
す
る
。
国
芳
の
作
例
の
う
ち
、｢
武
勇
見
立
十
二
支｣
シ
リ
ー
ズ
(
湊
屋
小
兵
衛
門
板
、
天
保
十
二
年
〈
一
八
四
一
〉
頃)
｢
丑
鬼
童
丸｣
(
図
八)
で
は
、『
絵
姿
合』
と
同
じ
く
、
頼
光
を
市
原
野
で
待
ち
伏
せ
す
る
際
に
敵
の
目
を
欺
く
た
め
牛
の
皮
を
被
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
比
較
し
て
、『
絵
姿
合』
で
は
、
牛
皮
を
よ
り
強
調
し
頭
を
被
う
よ
う
に
描
く
こ
と
で
、
対
と
な
る
旅
神
楽
の
獅
子
舞
姿
と
似
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
鬼
童
丸
が
牛
の
皮
を
被
っ
て
頼
光
を
待
ち
受
け
る
姿
は
、
既
に
画
題
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
(
 )
、
被
る
と
い
う
連
想
か
ら
獅
子
舞
を
引
き
出
す(
方
向
と
し
て
は
逆
も
有
り
得
る)
と
い
う
発
想
は
、
然
程
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
土
蜘
蛛
図
に
関
し
て
も
、
種
員
が｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
な
ど
を
目
に
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
地
蔵
尊
と
の
対
を
思
い
付
い
た
可
能
性
と
い
う
の
も
否
定
は
出
来
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
は
、
国
芳
が
自
身
の
手
掛
け
て
き
た
題
材
の
中
か
ら
、
兄
弟
の
見
立
て
に
応
用
出
来
る
も
の
を
用
い
た
結
果
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
絵
姿
合』
で
は
、
画
工
名
と
し
て｢
朝
櫻
樓
国
芳
狂
画｣
(
表
紙)
、｢
歌
川
国
芳
狂
画｣
(
見
返
し)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
｢
狂
画｣
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
武
江
年
表』
の
天
保
年
間
記
事
―  ―
中
に
、｢
浮
世
絵
師
国
芳
が
筆
の
狂
画
、
一
立
斎
広
重
の
山
水
錦
絵
行
は
る
(
 )｣
と
見
え
る
よ
う
に
、
天
保
年
間
は
国
芳
狂
画
の
評
価
が
定
着
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
(
 )
。
よ
っ
て
本
作
も
、
国
芳
の
狂
画
集
で
あ
る
と
い
う
点
が
占
め
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
仮
に
種
員
が
画
組
ま
で
手
掛
け
て
い
た
と
し
て
も
、
国
芳
作
品
と
無
関
係
の
と
こ
ろ
で
発
想
を
得
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、『
絵
姿
合』
の
題
材
に
国
芳
作
品
を
意
識
的
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
画
組
を
実
際
に
ど
ち
ら
が
手
掛
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
確
証
が
得
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
国
芳
狂
画
へ
の
評
価
や
、
種
員
と
国
芳
の
関
係
を
鑑
み
る
に
、
種
員
が
携
わ
っ
た
国
芳
の
浮
世
絵
作
品
と
同
様
に
本
作
も
恐
ら
く
国
芳
が
主
導
を
取
っ
た
企
画
で
あ
り
、
そ
こ
へ
種
員
が
参
加
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
、
天
保
改
革
と｢
絵
兄
弟｣
三
―
一
、
国
芳
作
品
に
お
け
る｢
絵
兄
弟｣
『
絵
姿
合』
が
国
芳
の
主
導
に
よ
る
作
で
あ
っ
た
可
能
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
か
ら
は
本
稿
の
目
的
に
立
ち
返
り
、
何
故『
絵
兄
弟』
と
い
う
題
材
に
着
目
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
国
芳
が
携
わ
っ
た
作
品
に
は『
絵
姿
合』
以
外
に
も
、
京
伝
作
品
に
材
を
求
め
た
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
は
、
白
戸
満
喜
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
 )
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
京
伝
作
の
黄
表
紙『
京
伝
主
十
六
利
鑑』
(
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
刊)
を
題
材
と
し
た
｢
妙
で
ん
す
十
六
利
鑑｣
(
遠
州
屋
又
兵
衛
板
、
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
刊)
と
い
う
美
人
画
の
揃
物
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
コ
マ
絵
に『
京
伝
主
十
六
利
鑑』
の
挿
絵
を
真
似
た
図
を
描
き
、
画
中
の
文
章
も
殆
ど
京
伝
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
と
い
う
作
品
で
あ
っ
た
。
京
伝
の
読
本
作
品
、『
善
知
鳥
安
方
忠
義
伝』
(
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
刊
〉)
や『
本
朝
酔
菩
提』
(
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
刊)
に
取
材
し
た
作
品
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
国
芳
は
、
合
―  ―
図
七『
絵
姿
合』
十
番
挿
絵(
兄)
図
八｢
武
勇
見
立
十
二
支
丑
鬼
童
丸｣
巻
作
品
を
い
く
つ
か
著
作
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る『
万
福
長
者
宝
蔵
入』
(
天
保
十
四
〈
一
八
四
三
〉
年
〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
間
の
刊
行)
は
自
画
作
で
、
序
文
に｢
京
傳
き
や
う
で
ん
好
ご
の
み
の
童
子
わ
ら
ん
べ
気
質
か
た
ぎ
に
呈てい
す
る
作
者
さ
く
し
や
の
意
こ
ゝ
ろ
な
る
べ
し｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
伝
風
の
作
風
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
芳
で
あ
る
の
で
、『
絵
兄
弟』
に
も
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、『
絵
姿
合』
刊
行
の
背
景
に
も
、
も
ち
ろ
ん
京
伝
作
品
へ
の
傾
倒
が
在
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
絵
姿
合』
が
出
版
物
で
あ
る
以
上
、
そ
の
刊
行
を
国
芳
の
個
人
的
な
意
向
と
し
て
の
み
片
付
け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、『
絵
姿
合』
の
企
画
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
れ
が
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の『
絵
兄
弟』
の
形
式
に
、
時
代
を
隔
て
て
な
お
通
ず
る
商
品
価
値
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
形
は
似
て
い
る
が
内
実
の
異
な
る
対
を
兄
弟
と
し
て
見
立
て
る
と
い
う｢
絵
兄
弟｣
の
趣
向
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
何
ら
か
の
地
盤
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
世
に
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
地
盤
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
『
絵
姿
合』
の
種
員
自
序
に
は
、｢
故
人
京
傳
翁
の
画
兄
弟
ハ
、
寛
政
六
年
の
新
版
に
て
、
耕
書
堂
の
大
當
り
も
、
五
十
余
年
の
い
に
し
へ
な
が
ら
、
世
の
人
今
に
も
て
は
や
す
、
他
の
作
意
も
羨
ま
し｣
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る)
と
見
え
、『
絵
兄
弟』
が
、
五
十
年
以
上
の
時
を
隔
て
た
現
在(
天
保
末
期)
に
お
い
て
も
人
々
に
も
て
は
や
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
年
に
お
け
る『
絵
兄
弟』
自
体
の
受
容
に
関
し
て
は
、
詳
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
京
伝
が
没
し
た
文
化
十
三
年
以
降
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
改
刻
・
改
題
本
や
さ
ら
に
そ
の
後
印
本
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
む
し
ろ
、｢
絵
兄
弟｣
の
趣
向
が
持
ち
込
ま
れ
た
浮
世
絵
に
お
い
て
そ
の
影
響
は
顕
著
に
見
ら
れ
、｢
絵
兄
弟｣
の
外
題
を
も
つ
作
品
と
し
て
は
、
喜
多
川
歌
麿｢
絵
兄
弟｣
(
寛
政
後
期)
、
鳥
高
斎
栄
昌｢
絵
兄
弟
美
人
合｣
(
改
印
｢
極｣)
、
歌
川
豊
国
(
二
代
目
か)
｢
絵
兄
弟
素
顔｣
(
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊)
、
菊
川
英
山｢
風
流
美
人
絵
兄
弟｣
(
改
印｢
極｣)
、
初
代
歌
川
国
貞
(
三
代
目
歌
川
豊
国)
｢
絵
兄
弟
忠
臣
蔵｣
(
改
印
｢
極｣)
・
｢
戯
絵
兄
弟｣
(
改
印｢
極｣)
・｢
忠
臣
蔵
絵
兄
弟｣
(
安
政
六
年
〈
一
八
五
九
〉
刊)
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
(
 )
。
従
っ
て
、『
絵
姿
合』
の
刊
行
当
時
に
お
い
て
は
、｢
絵
兄
弟｣
と
い
う
言
葉
と
形
式
は
、
既
に
画
題
と
し
て
定
着
し
て
い
た
も
の
と
見
做
せ
る
だ
ろ
う
。
国
芳
も｢
絵
兄
弟｣
を
題
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
他
絵
師
と
比
較
し
て
豊
富
で
あ
る
と
言
え
る
(
 )
。
例
え
ば
、
兄
弟
弟
子
の
国
貞
に
も
｢
絵
兄
弟｣
の
作
例
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
絵
姿
合』
の
刊
行
に
よ
り
近
い
年
代
の
も
の
と
い
う
と
国
芳
が
手
掛
け
た
作
品
し
か
管
見
に
入
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
刊
行
時
期
は
、
天
保
末
期
か
ら
弘
化
年
間
、
つ
ま
り『
絵
姿
合』
刊
行
の
前
後
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
事
実
は
、
『
絵
姿
合』
刊
行
の
背
景
を
考
察
す
る
上
で
看
過
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
国
芳
が
手
掛
け
た｢
絵
兄
弟｣
を
冠
し
た
作
品
群
を
手
掛
か
り
と
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
例
に
よ
っ
て
以
下
に
そ
の
概
略
を
示
す
。
・｢
絵
鏡
台
合
か
ゞ
身｣
…
三
枚
が
知
ら
れ
る
、
伊
場
屋
仙
三
郎
板
、
改
印
な
し
、
天
保
十
三
年(
一
八
四
二)
頃
刊
行
。
二
枚
組
の
団
扇
絵
で
、
例
え
ば
図
九
の
上
で
は
、
六
匹
の
猫
が
曲
芸
の
よ
う
な
無
理
な
姿
勢
を
し
て
い
る
が
、
下
を
見
れ
ば
そ
の
影
は
、
獅
子
・
木
莵
・
般
若
の
影
絵
に
―  ―
―  ―
図
九｢
絵
鏡
台
合
か
ゞ
身
猫｣
図
十
一｢
絵
鏡
台
見
立
三
十
木
花
撰
安
部
の
保
名
く
ず
の
葉｣
図
十｢
絵
兄
弟
道
引
二
十
四
孝
呉
猛｣
図
十
二｢
絵
兄
弟
や
さ
す
か
た
鵺
退
治｣
な
っ
て
い
る
。
団
扇
を
裏
返
せ
ば
、
障
子
が
閉
ま
り
影
絵
が
現
れ
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
・｢
絵
兄
弟
道
引
廿
四
孝｣
…
六
図
が
管
見
に
入
る
、
上
総
屋
岩
吉
板
、
改
印
な
し
・｢
普｣
・
｢
田
中｣
の
三
種
、
天
保
十
三
年(
一
八
四
二)
〜
十
四
年
刊
行
。
コ
マ
絵
に
二
十
四
孝
を
、
本
図
に
は
そ
れ
に
見
立
て
た
美
人
を
描
い
た
作
品
。(
図
十)
・｢
絵
鏡
台
見
立
三
十
木
花
撰｣
…
十
六
図
が
知
ら
れ
る
、
上
州
屋
重
蔵
板
、
改
印
｢
渡｣
、
弘
化
二
年(
一
八
四
五)
刊
行
か
。｢
安
部
の
保
名
・
く
ず
の
葉｣
｢
源
七
・
八
重
ぎ
り｣
｢
清
玄
尼
・
松
若｣
な
ど
戯
曲
種
の
人
物
の
大
首
を
鏡
面
に
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
因
ん
だ
花
木
で
飾
る
。
画
中
の
発
句
讃
は
六
九
舎
双
峰
の
も
の
が
十
五
図
を
占
め
、
入
銀
物
か
と
考
え
ら
れ
る
。(
図
十
一)
・｢
絵
兄
弟
や
さ
す
か
た｣
…
五
図
が
知
ら
れ
る
、
海
老
屋
林
之
助
板
、
改
印
｢
衣
笠｣
、
弘
化
二(
一
八
四
五)
〜
三
年
刊
行
。
上
部
の
絵
本
の
図
と
下
部
の
美
人
半
身
図
を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
武
者
絵
を
表
す
。
例
え
ば
図
十
二
の
美
人
は
、
源
頼
政
の
鵺
退
治
で
の
猪
早
太
に
見
立
て
た
も
の
で
、
鰹
節
を
く
わ
え
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
虎
猫(
鵺
の
見
立
て)
を
叱
り
つ
け
て
い
る
。
梅
屋
に
よ
る
狂
歌
讃
が
添
え
ら
れ
る
。
・｢
絵
兄
弟
願
の
額
面｣
(｢
絵
き
や
う
だ
い
願
の
が
く
面｣)
…
五
図
が
管
見
に
入
る
、
板
元
未
詳(
板
元
印｢
小
舟
三｣)
、
改
印
｢
村
田｣
(
題
が｢
絵
き
や
う
だ
い
願
の
が
く
面｣
と
記
さ
れ
る
一
図
は
改
印
な
し)
、
弘
化
三
年
(
一
八
四
六)
刊
行
か
。
図
十
三
は
、
コ
マ
絵
に
石
橋
山
の
合
戦
で
頼
朝
が
木
の
洞
に
隠
れ
た
場
面
を
描
き
、
本
図
の
菰
付
き
酒
樽
の
裏
に
隠
れ
た
鼠
と
、
そ
れ
を
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
い
る
小
僧
と
女
性
を
、
頼
朝
、
梶
原
景
時
、
大
庭
景
親
に
見
立
て
て
い
る
。｢
絵
兄
弟
道
引
廿
四
孝｣
や
｢
絵
兄
弟
や
さ
す
か
た｣
と
異
な
り
、
美
人
画
に
限
ら
な
い
当
代
の
事
物
も
本
図
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
以
上
の
五
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内｢
絵
兄
弟｣
を
題
に
含
む
三
シ
リ
ー
ズ
は
、
コ
マ
絵
の
枠
型
を
絵
本
や
額
の
形
に
す
る
な
ど
題
材
に
合
わ
せ
た
工
夫
は
施
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
本
図
に
美
人
な
ど
の
当
代
の
風
俗
を
コ
マ
絵
に
故
事
や
武
者
絵
の
場
面
を
描
き
、
本
図
が
コ
マ
絵
の
見
立
て
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
形
式
を
取
る
。
｢
絵
鏡
台｣
を
題
に
含
む
｢
絵
鏡
台
合
か
ゞ
身｣
及
び
｢
絵
鏡
台
見
立
三
十
六
花
撰｣
は
、
前
者
は
影
絵
遊
び
の
趣
向
、
後
者
は
鏡
面
に
描
か
れ
た
人
物
に
因
ん
だ
花
木
で
飾
る
事
で
連
想
を
促
す
趣
向
の
作
品
で
あ
り(
例
え
ば
、
｢
清
盛
と
き
は
の
松｣
で
あ
っ
た
ら
、
鏡
面
に
清
盛
そ
の
周
り
に
松
を
描
く
こ
と
で
、
常
盤
御
前
を
連
想
さ
せ
る)
、
コ
マ
絵
を
利
用
し
た
シ
リ
ー
ズ
と
は
趣
が
異
な
る
。
一
見
無
関
係
の
二
つ
の
も
の
を
結
び
付
け
る(
影
絵
と
そ
の
実
体
、
人
物
と
花
木)
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
も｢
絵
兄
弟｣
の
一
種
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
、｢
絵
兄
弟｣
を
捩
っ
た
派
生
作
品
と
捉
え
て
お
き
た
い
(
 )
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
、『
絵
姿
合』
の
刊
行
前
後
に
あ
た
る
天
保
十
三
年(
一
八
四
二)
か
ら
弘
化
三
年(
一
八
四
六)
頃
に
集
中
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
事
実
が
見
て
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
保
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
諸
統
制
に
よ
っ
て
、
浮
世
絵
や
板
本
の
刊
行
が
最
も
厳
し
―  ―
い
圧
力
下
に
置
か
れ
て
い
た
時
期
と
ま
さ
し
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
一
致
が
偶
然
の
も
と
は
考
え
難
く
、
国
芳
の｢
絵
兄
弟｣
物
の
刊
行
に
は
、
天
保
改
革
に
よ
る
影
響
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
三
―
二
、
天
保
改
革
と
浮
世
絵
界
の
動
向
天
保
改
革
で
の
諸
統
制
の
一
環
と
し
て
、
天
保
十
三
年(
一
八
四
二)
六
月
に
、
役
者
・
遊
女
・
芸
者
な
ど
を
錦
絵
に
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
と
い
う
申
し
渡
し
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
浮
世
絵
界
は
主
要
画
題
の
過
半
を
失
う
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
板
元
達
は
こ
の
状
況
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
主
要
画
題
の
代
替
と
な
る
題
材
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
岩
切
氏
は
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、｢
天
保
改
革
の
錦
絵
取
締
り
に
よ
っ
て
、
最
も
打
撃
を
蒙
っ
た
の
は
販
売
の
多
く
を
占
め
て
い
た
役
者
似
顔
絵
で
あ
り
、
―  ―
図
十
三｢
絵
兄
弟
願
の
額
面
石
橋
山｣
図
十
五｢
大
願
成
就
有
ヶ
滝
縞
梅
屋
布
引
の
滝｣
図
十
四｢
縞
揃
女
弁
慶
柳
下
亭
種
員
制
札｣
板
元
側
は
何
と
か
こ
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
べ
く
、
別
な
突
破
口
を
見
出
し
て
い
く
。
役
者
絵
を
禁
じ
る
と
子
供
踊
、
子
供
踊
を
禁
じ
る
と
風
刺
画
と
い
っ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
も
の
を
潰
す
と
別
な
も
の
が
出
て
く
る
状
態
(
 )｣
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
子
供
踊
と
は
、
歌
舞
伎
・
狂
言
、
舞
踊
の
演
者
を
子
供
の
姿
で
描
き
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
作
品
、
風
刺
絵
は
国
芳
の｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
に
代
表
さ
れ
る
作
品
類
で
、
板
元
た
ち
が
取
締
り
の
抜
け
道
を
探
っ
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
新
機
軸
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
天
保
改
革
の
錦
絵
取
締
り
は
、
そ
れ
ら
新
奇
の
ジ
ャ
ン
ル
を
発
生
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
題
材
に
お
い
て
も
色
々
と
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
を
要
請
し
た
と
見
え
、
例
え
ば
美
人
画
で
は
、
忠
孝
貞
女
物
・
教
訓
物
の
作
や
見
立
て
の
趣
向
を
用
い
た
作
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。
国
芳
作
品
で
は
、
｢
賢
女
け
ん
ぢ
よ
烈
婦
れ
つ
ふ
伝でん｣
、｢
譬
諭
た
と
へ
草ぐさ
を
し
へ
早
引
は
や
び
き｣
、｢
貞
操
千
代
の
鑑｣
、｢
賢
勇
け
ん
ゆ
う
婦ふ
女ぢよ
鏡
か
ゞ
み｣
、｢
十
賢
じ
ふ
け
ん
女
扇
を
ん
な
あ
ふ
ぎ｣
(
い
ず
れ
も
揃
物)
な
ど
が
前
者
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
は
美
人
図
に
教
訓
的
な
文
章
や
歴
史
上
の
賢
女
の
略
伝
を
添
え
た
も
の
で
、
実
体
と
し
て
は
美
人
画
で
あ
り
な
が
ら
も
、
表
面
上
で
は｢
忠
孝
貞
節
等
を
元
立
に
い
た
し
、
児
女
勧
善
の
た
め
に
相
成
候
様
書
綴｣
(
天
保
十
三
年
六
月
触
書
よ
り
抜
粋
(
 ))
と
い
う
改
革
の
趣
旨
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
作
柄
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
後
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、｢
絵
兄
弟
道
引
廿
四
孝｣
、｢
縞
揃
し
ま
ぞ
ろ
い
女
お
ん
な
弁
慶
べ
ん
け
い｣
、｢
大
願
だ
い
が
ん
成
就
じ
よ
う
じ
ゆ
有あり
ヶが
滝たき
縞じま｣
、｢
絵
兄
弟
や
さ
す
か
た｣
(
い
ず
れ
も
揃
物)
な
ど
で
、
こ
ち
ら
は
美
人
画
に
見
立
て
の
要
素
を
加
え
た
作
と
な
っ
て
い
る
。｢
縞
揃
女
弁
慶｣
は
、
種
々
の
弁
慶
縞
の
浴
衣
を
着
た
美
人
半
身
図
の
揃
物
で
、
美
人
の
ポ
ー
ズ
や
持
ち
物
、
周
辺
の
器
物
類
に
よ
っ
て
弁
慶
に
関
す
る
有
名
な
説
話
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
が
、
観
者
は｢
女
弁
慶｣
と
い
う
題
か
ら
弁
慶
説
話
へ
の
見
立
て
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
さ
ら
に
弁
慶
説
話
へ
の
知
識
を
有
し
て
い
て
初
め
て
こ
の
作
品
の
妙
を
楽
し
め
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
(
図
十
四)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
他
は
全
て
コ
マ
絵
を
用
い
て
お
り
、
視
覚
的
に
対
の
要
素
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
コ
マ
絵
が
示
す
題
材
に
関
し
た
知
識
が
あ
れ
ば
よ
り
高
度
な
鑑
賞
が
可
能
に
な
る
が
、
視
覚
的
な
要
素
―
形
の
酷
似
や
本
図
と
コ
マ
絵
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
な
ど
―
の
み
を
以
っ
て
も
充
分
に
楽
し
め
る
と
い
う
点
で
、｢
縞
揃
女
弁
慶｣
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、『
絵
姿
合』
刊
行
の
背
景(｢
絵
兄
弟｣
の
趣
向
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
地
盤)
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
し
た
い
の
が
、
こ
れ
ら
コ
マ
絵
に
よ
る
見
立
て
の
趣
向
を
使
っ
た
作
品
群
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
中
に｢
絵
兄
弟｣
と
題
さ
れ
た
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。｢
絵
兄
弟｣
を
冠
し
た
作
品
は
、
本
図
が
コ
マ
絵
の
見
立
て
に
な
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
コ
マ
絵
と
本
図
で
兄
弟
の
対
を
成
し
て
い
る
と
い
う
形
式
を
取
る
が
、
こ
れ
は｢
絵
兄
弟｣
を
冠
さ
な
い
コ
マ
絵
物
に
も
共
通
し
て
お
り
(
例
｢
大
願
成
就
有
ヶ
滝
縞｣
図
十
五)
、
両
者
は
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
(
し
い
て
言
え
ば
、｢
絵
兄
弟｣
と
冠
さ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
動
き
の
あ
る
構
図
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
コ
マ
絵
の
再
現
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
よ
り｢
形
を
似
せ
る｣
こ
と
に
眼
目
が
置
か
れ
て
い
る
か)
。然る
に
、
改
革
に
よ
る
統
制
下
で
様
々
な
模
索
が
為
さ
れ
た
結
果
行
き
着
い
た
の
が
、
浮
世
絵
に
お
い
て
引
き
継
が
れ
て
き
た｢
絵
兄
弟｣
の
発
想
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
多
く
見
ら
れ
る
コ
マ
絵
と
本
図
と
で
見
立
て
の
対
を
成
す
コ
マ
絵
物
は
、
そ
の
系
譜
に
回
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
コ
マ
絵
を
用
い
る
利
点
と
し
て
は
、
見
立
て
と
い
う
視
覚
的
な
面
白
さ
に
加
え
、
例
え
ば
美
人
画
に
武
者
絵
や
風
景
画
(
 )
と
―  ―
い
っ
た
別
種
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
付
加
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
で
板
元
た
ち
は
何
と
か
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
コ
マ
絵
と
い
う
視
点
か
ら『
絵
姿
合』
を
眺
め
る
と
、
見
立
て
の
方
向
と
い
う
点
で『
絵
兄
弟』
と
差
異
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
故
事
な
ど
に
取
材
し
た
事
物
と
当
代
の
事
物
と
を
対
に
し
た
際
に
、『
絵
兄
弟』
で
は
、
兄
が
故
事
な
ど
に
よ
る
事
物
、
弟
が
当
代
の
事
物
と
な
っ
て
い
る
場
合
と
、
そ
の
逆
の
場
合
と
が
混
在
し
て
お
り
、
見
立
て
の
方
向
が
対
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
絵
姿
合』
で
は
、
十
例
中
七
例
で
兄
に
故
事
な
ど
に
よ
る
事
物
、
弟
に
当
代
の
事
物
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
見
立
て
の
方
向
が
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
事
実
が
窺
え
る
が
(
 )
、
こ
れ
は『
絵
姿
合』
が
、
コ
マ
絵
に
故
事
な
ど
に
取
材
し
た
事
物
を
、
本
図
に
美
人
と
い
っ
た
当
代
の
事
物
を
描
く
浮
世
絵
作
品
と
揆
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
本
作
は
、
そ
れ
ら
コ
マ
絵
を
用
い
た
見
立
物
作
品
の
延
長
戦
上
に
あ
る
作
品
と
位
置
付
け
ら
れ
、
国
芳
は
、
｢
絵
兄
弟｣
と
い
う
趣
向
を
、
片
や
浮
世
絵
作
品
に
お
い
て
、
片
や
『
絵
兄
弟』
を
踏
襲
し
た『
絵
姿
合』
と
い
う
板
本
の
形
で
表
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
改
革
に
よ
る
取
締
り
が
い
つ
ま
で
も
効
力
を
保
て
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
天
保
十
三
年(
一
八
四
二)
以
来
禁
じ
ら
れ
て
い
た
役
者
絵
が
、
弘
化
三
年(
一
八
四
六)
に
は
早
く
も
復
活
を
遂
げ
た
。
岩
切
友
里
子
氏
が
、｢
弘
化
三
年
春
以
降
は
、
そ
れ
ま
で
の
弘
化
元
年
、
二
年
の
状
況
と
は
は
っ
き
り
と
一
線
を
画
し
、
芝
居
絵
を
出
版
す
る
と
い
う
意
図
、
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
(
 )｣
と
述
べ
る
よ
う
に
、
弘
化
三
年
の
出
版
物
に
は
、
上
演
狂
言
に
即
し
た
作
柄
が
多
く
確
認
さ
れ
る
他
、
揃
物
の
作
品
に
も
そ
の
変
化
は
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
国
芳
・
広
重
・
豊
国
に
よ
る｢
小
倉
擬
百
人
一
首｣
(
伊
場
屋
仙
三
郎
板
、
弘
化
三
年
〜
四
年
刊)
は
、
百
図
の
内
名
主
単
印
の
大
部
分
は
武
者
絵
故
事
と
し
て
疑
問
の
な
い
描
写
で
あ
る
が
、
弘
化
三
年
十
月
の
改
印
を
持
つ
図
か
ら
は
役
者
似
顔
が
殆
ど
に
な
り
、
弘
化
四
年
に
な
っ
て
か
ら
は
豊
国｢
式
子
内
親
王
・
お
そ
め
・
久
松｣
な
ど
の
よ
う
に
、
同
年
正
月
に
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
芝
居
を
早
速
取
り
入
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
他
に
も
弘
化
三
年
に
出
さ
れ
た
国
芳
の
揃
物｢
源
氏
浮
雲
画
合｣
も
、
十
月
の｢
村
田｣
改
印
に
な
っ
て
か
ら
似
顔
表
現
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
役
者
絵
復
活
の
背
景
に
は
、
当
時
の
役
者
絵
の
根
強
い
人
気
と
、
板
元
側
に
と
っ
て
重
要
な
収
入
源
で
あ
っ
た
事
実
が
存
在
し
て
い
る
(
 )
。
出
版
統
制
を
何
と
か
切
り
抜
け
よ
う
と
板
元
た
ち
は
様
々
に
心
を
砕
い
た
が
、
や
は
り
美
人
画
や
風
景
画
な
ど
で
は
役
者
絵
の
穴
を
埋
め
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
国
芳
作
品
に
お
い
て｢
絵
兄
弟｣
を
冠
す
る
作
品
が
弘
化
四
年
以
降
に
確
認
さ
れ
な
い
事
実
も
、
役
者
絵
が
復
活
し
、
上
演
狂
言
に
即
し
た
作
品
や
似
顔
表
現
を
用
い
た
作
品
の
刊
行
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
と
連
動
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
弘
化
四
年
以
降
も
コ
マ
絵
に
よ
る
見
立
て
を
用
い
た
美
人
画
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い
る
事
実
を
鑑
み
る
と
、
或
い
は
、
あ
く
ま
で
も｢
絵
兄
弟｣
と
い
う
趣
向
に
眼
目
を
置
い
た
作
品
で
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
建
前
と
し
て
示
す
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
絵
姿
合』
の
刊
行
前
後
に
、｢
絵
兄
弟｣
の
趣
向
が
脚
光
を
浴
び
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
絵
姿
合』
の
刊
行
、
つ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
五
十
年
を
経
て
の
リ
バ
イ
バ
ル
は
唐
突
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
保
改
革
後
の
浮
世
絵
界
で
様
々
な
模
索
が
な
さ
れ
た
結
果
の
一
つ
に
、
見
立
て
を
眼
目
と
し
た
趣
向
の
作
品
が
多
く
出
版
さ
れ
る
―  ―
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
流
れ
が
あ
り
、『
絵
姿
合』
も
そ
の
中
の
一
例
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、｢
絵
兄
弟｣
と
い
う
趣
向
が
受
容
さ
れ
得
る
背
景
の
存
在
に
よ
り
、
商
品
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
て
始
め
て
、『
絵
姿
合』
の
よ
う
な
リ
バ
イ
バ
ル
作
品
の
刊
行
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、『
絵
兄
弟』
の
リ
バ
イ
バ
ル
が
な
ぜ
天
保
末
期
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
柱
と
し
て
、『
絵
姿
合』
と
い
う
作
品
の
位
置
付
け
を
試
み
た
。
考
察
を
通
じ
て
、『
絵
姿
合』
刊
行
の
背
景
に
は
、
天
保
改
革
と
い
う
外
的
要
因
の
影
響
が
窺
え
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
諸
統
制
に
よ
り
戯
作
の
あ
り
方
に
制
限
が
か
か
る
状
況
下
に
て
様
々
に
趣
向
が
模
索
さ
れ
る
中
で
浮
世
絵
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た｢
絵
兄
弟｣
の
形
式
が
着
目
さ
れ
る
と
い
う
動
き
が
あ
り
、『
絵
姿
合』
刊
行
と
い
う
出
来
事
も
そ
の
一
端
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
視
座
を
提
言
し
た
。
見
立
絵
本
作
品
の
流
れ
の
中
で『
絵
兄
弟』
・『
絵
姿
合』
を
概
観
し
た
時
、
両
者
の
間
に
時
間
的
隔
た
り
が
存
在
し
、
さ
ら
に『
絵
姿
合』
以
外
に『
絵
兄
弟』
に
倣
っ
た
見
立
絵
本
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
見
、『
絵
兄
弟』
刊
行
は
文
脈
を
持
た
な
い
独
立
し
た
出
来
事
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
間
に
は
、
浮
世
絵
に
お
け
る｢
絵
兄
弟｣
の
享
受
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、『
絵
姿
合』
は
、
浮
世
絵
に
派
生
し
た
｢
絵
兄
弟｣
を
経
て
、
再
び
板
本
の
形
式
に
回
収
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
作
が
絵
師
で
あ
る
国
芳
の
主
導
で
作
ら
れ
た(
と
推
測
さ
れ
る)
と
い
う
点
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
天
保
改
革
と
い
う
外
的
要
因
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
加
え
、
国
芳
の
京
伝
作
品
へ
の
傾
倒
、『
絵
兄
弟』
の
形
式
が
新
米
作
者
で
あ
る
種
員
を
作
者
と
し
て
据
え
る
の
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
(
 )
な
ど
が
相
俟
っ
て
、『
絵
姿
合』
と
い
う
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
本
作
に
は
後
印
本
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
人
々
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
実
は
、｢
絵
兄
弟｣
と
い
う
趣
向
が
時
代
を
経
て
な
お
受
け
入
れ
ら
れ
る
普
遍
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
自
序
に
て
本
作
が｢
京、
傳、
翁、
の
画
兄
弟｣
(
傍
点
は
筆
者
に
よ
る)
を
踏
襲
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
天
保
期
に
お
い
て
も
な
お
、｢
京
伝｣
の
名
が
持
つ
価
値
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
事
実
が
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
京
伝
の
作
品
が
、
後
に
利
用
さ
れ
た
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
天
保
改
革
下
で
教
訓
的
作
品
が
復
活
す
る
中
で
、
善
玉
悪
玉
の
趣
向
が
再
び
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
が
(
 )
、
そ
の
よ
う
な
同
時
代
に
お
け
る
京
伝
作
品
の
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
も『
絵
姿
合』
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、『
絵
姿
合』
の
位
置
付
け
を
よ
り
立
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
後
考
の
課
題
と
し
た
い
。
【
注
】
(
１)
中
村
幸
彦
氏
が
、｢
戯
作
論｣
第
八
章｢
戯
作
表
現
の
特
色(
三)
―
趣
向
の
形
式
―｣
(
中
村
幸
彦
著
述
集
第
八
巻『
戯
作
論』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
所
収)
見
立
の
項
目
で
、
本
図
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
そ
―  ―
れ
を
参
照
し
た
。
(
２)
｢
見
立
絵
本
の
系
譜
―
｢
百
化
鳥｣
の
余
波
―｣
(『
語
文
研
究』
三
四
、
一
九
七
三
年
十
二
月)
に
収
載
。
(
３)
白
戸
満
喜
子｢
山
東
京
傳
と
歌
川
国
芳｣
(『
日
本
古
書
通
信』
七
六
九
、
一
九
九
三
年
八
月)
(
４)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
82『
異
素
六
帖
古
今
俄
選
粋
宇
瑠
璃
田
舎
芝
居』
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年)
所
収
中
野
三
敏
校
注
｢
絵
兄
弟｣
解
説
参
照
。
(
５)
白
戸
満
喜
子｢『
滑
稽
絵
姿
合』
翻
刻
と
解
題｣
(『
参
考
書
誌
研
究』
六
四
、
二
〇
〇
六
年
三
月)
(
６)
注
３
前
掲
論
文
他｢
京
傳
と
国
芳
―『
復
讐
曲
輪
達
引』
成
立
考
―｣
(『
日
本
文
學
誌
要』
四
九
、
一
九
九
四
年
三
月)
、｢
あ
ら
が
う
国
芳｣
(『
日
本
文
學
誌
要』
八
一
、
二
〇
一
〇
年
三
月)
が
あ
る
。
(
７)
｢『
滑
稽
絵
姿
合』
考｣
(『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集』
二
二
、
二
〇
一
三
年
十
月)
(
８)
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典』
鈴
木
重
三
執
筆
｢
柳
下
亭
種
員｣
項
参
照
。
(
９)
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典』
鈴
木
重
三
執
筆｢
歌
川
国
芳｣
項
参
照
。
(
10)
『
浮
世
絵
芸
術』
一
〇
五
、
一
九
九
二
年
七
月
所
収
。
(
11)
以
下
浮
世
絵
作
品
の
出
版
事
項
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
三『
国
芳』
(
平
凡
社
、
一
九
九
二
年)
、
岩
切
友
里
子｢
天
保
改
革
と
浮
世
絵
国
芳
の
揃
物
を
中
心
に
し
た
錦
絵
の
動
向
と
名
主
単
印
試
考
付
、｢
シ
タ
売｣
印
に
つ
い
て
の
私
見｣
(『
浮
世
絵
芸
術』
一
四
三
、
二
〇
〇
二
年
三
月)
、
ま
た
、
国
芳
の
展
覧
会
の
諸
図
録
を
参
照
し
た
。
そ
れ
ら
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
、
私
に
出
版
事
項
を
付
し
た
。
図
内
に
外
題
が
示
さ
れ
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
、『
国
芳』
で
の
仮
題
を
使
用
し
た
。
(
12)
稲
垣
進
一
・
悳
俊
彦
編
著
『
国
芳
の
狂
画』
(
東
京
書
籍
、
一
九
九
一
年)
所
収
同
図
解
説
、
服
部
仁｢『
本
朝
酔
菩
提』
挿
画
と
国
芳
戯
画
―
天
保
改
革
の
風
刺
画
―｣
(『
讀
本
研
究』
第
八
輯
上
套
、
一
九
九
四
年
九
月)
参
照
。
(
13)
注
11
鈴
木
前
掲
書
所
収｢
縞
揃
女
弁
慶
暦
を
見
る
美
人｣
解
説
。
(
14)
注
10
岩
切
前
掲
論
文
。
以
下
、
梅
屋
に
つ
い
て
の
言
説
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
15)
『
浮
世
絵
類
考』
(
岩
波
文
庫
、
沖
田
勝
之
助
編
校
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年)
(
16)
注
６
白
戸
前
掲
論
文
｢
あ
ら
が
う
国
芳｣
。
以
下
、
土
蜘
蛛
図
に
関
す
る
白
戸
氏
の
言
説
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
17)
例
え
ば『
北
斎
漫
画』
に
そ
の
作
例
が
見
ら
れ
る
。
(
18)
『
増
訂
武
江
年
表』
(
東
洋
文
庫
118
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年)
(
19)
悳
俊
彦
｢
国
芳
の
生
涯
―
狂
画
を
通
し
て
み
た
―｣
(
注
12
稲
垣
・
悳
前
掲
書
所
収)
参
照
。
(
20)
注
３
白
戸
前
掲
論
文
、
注
６
同
前
掲
論
文｢
京
傳
と
国
芳
―『
復
讐
曲
輪
達
引』
成
立
考
―｣
参
照
。
(
21)
吉
田
暎
二
『
浮
世
絵
事
典』
上
巻
(
画
文
堂
、
一
九
七
一
年)
｢
絵
兄
弟｣
項
、
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典』
第
四
巻｢
画
題
―
説
話
・
伝
説
・
戯
曲
―｣
(
大
修
館
書
店
、
一
九
八
一
年)
｢
絵
兄
弟｣
項
参
照
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
―  ―
ク
シ
ョ
ン
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
検
索
も
参
照
し
た
。
(
22)
管
見
の
限
り
で
は
、｢
絵
兄
弟｣
を
冠
し
た
作
品
に
は
｢
忠
臣
蔵｣
を
題
材
と
し
た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
(
23)
注
11
鈴
木
前
掲
書
所
収｢
絵
鏡
台
合
か
ゞ
身
へ
び
か
へ
る
ま
い
ま
い
つ
ぶ
り｣
解
説
に
｢｢
絵
兄
弟｣
と
は
戯
作
者
山
東
京
伝
画
作
の
滑
稽
絵
本
で
、
性
格
異
な
る
二
対
象
を
、
形
の
類
似
の
一
点
で
巧
み
に
結
び
、
見
立
て
方
を
楽
し
む
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
広
く
そ
の
よ
う
な
相
似
見
立
て
で
制
作
し
た
一
対
の
絵
の
類
を
さ
す
よ
う
に
な
る
。
国
芳
の
こ
の
作
品
も
、
そ
の
広
義
の
方
の
命
名｣
で
あ
る
と
言
及
さ
れ
る
。
(
24)
注
11
岩
切
前
掲
論
文
。
(
25)
大
日
本
近
世
史
料『
市
中
取
締
類
集』
十
八(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年)
(
26)
コ
マ
絵
を
用
い
た
作
品
に
は
、
本
図
と
コ
マ
絵
で
見
立
て
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
本
図
に
美
人
画
、
コ
マ
絵
に
風
景
画
を
描
い
た
も
の
な
ど
も
あ
る
。
(
27)
注
７
黒
澤
前
掲
論
文
で
は
、
こ
の
差
異
に
つ
い
て
｢
こ
れ
は
、『
絵
兄
弟』
が
『
句
兄
弟』
を
元
に
は
し
て
い
る
も
の
の
、｢
姿｣
と
い
う
一
点
に
見
立
て
の
こ
だ
わ
り
が
集
約
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
対
し
て
、
『
絵
姿
合』
は
、｢
雅
俗｣
と
し
て
の
古
典
的
な
も
の
と
今
あ
る
も
の
と
の
対
比
で
明
確
に
つ
が
え
て
い
る
。
ま
た
、
両
者
の
つ
な
が
り
を｢
姿｣
以
外
の
言
葉
に
求
め
る
こ
と
が
多
い｣
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
28)
注
11
岩
切
前
掲
論
文
。
以
下
弘
化
三
年
に
お
け
る
出
版
物
に
つ
い
て
の
言
説
は
こ
れ
に
よ
る
。
(
29)
役
者
絵
普
復
活
に
関
し
て
は
、
注
11
岩
切
前
掲
論
文
の
他
、
藤
澤
茜
『
歌
川
派
の
浮
世
絵
と
江
戸
出
版
界
―
役
者
絵
を
中
心
に
―』
第
五
章
｢
役
者
絵
と
法
令｣
(
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年)
な
ど
を
参
照
し
た
。
(
30)
本
稿
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
種
員
は
国
芳
の
浮
世
絵
作
品
に
て
讃
を
多
く
記
し
て
い
る
。(『
絵
姿
合』
が
国
芳
主
導
に
よ
る
作
品
で
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば)
そ
の
種
員
に
と
っ
て
は
、
挿
絵
に
因
ん
だ
戯
文
を
書
く
と
い
う
仕
事
は
や
り
易
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
31)
注
12
稲
垣
・
悳
前
掲
書
所
収
歌
川
国
芳
作｢
水
滸
伝
見
立
浦
島
太
郎
玉
手
箱
を
ひ
ら
く｣
解
説
参
照
。
善
玉
悪
玉
は
寛
政
二
年(
一
七
九
〇)
に
刊
行
さ
れ
た
黄
表
紙『
心
学
早
染
草』
に
て
当
り
を
と
っ
た
趣
向
で
あ
る
。
ま
た
、
万
亭
応
賀
作
『
教
訓
浮
世
眼
鏡』
(
天
保
十
五
年
刊
行)
で
も
、
京
伝
の
教
訓
黄
表
紙
の
挿
絵
か
ら
の
流
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る(
小
林
優
｢
戯
作
図
像
引
用
考｣
(
一)
、『
帝
京
日
本
文
化
論
集』
十
七
、
二
〇
一
〇
年
十
月
、｢
同｣
(
二)
、『
帝
京
日
本
文
化
論
集』
十
八
、
二
〇
一
一
年
十
月
参
照)
。
天
保
改
革
下
で
、
改
革
に
抵
触
し
な
い
教
訓
物
や
滑
稽
絵
本
(
例
『
絵
姿
合』)
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
京
伝
作
品
の
利
用
が
多
々
確
認
さ
れ
る
事
象
に
つ
い
て
は
、
今
後
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
【
使
用
図
版
】
図
一『
絵
兄
弟』
六
番
挿
絵
、
中
野
三
敏
蔵
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
82
『
異
素
六
帖
古
今
俄
選
粋
宇
瑠
璃
田
舎
芝
居』
(
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年)
図
二『
絵
兄
弟』
一
番
挿
絵
、
同
右
図
三『
絵
姿
合』
一
番
挿
絵
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本(
二
〇
八
―
八)
―  ―
図
四
『
絵
姿
合』
八
番
挿
絵
(
弟)
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
(
二
〇
八
―
八)
図
五｢
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖
怪
図｣
、｢
没
後
１
５
０
年
歌
川
国
芳
展｣
図
録(
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
、
二
〇
一
一
年)
図
六｢
源
頼
光
土
蜘
蛛
の
妖
怪
を
斬
る｣
、
鈴
木
重
三『
国
芳』
(
平
凡
社
、
一
九
九
二
年)
図
七『
絵
姿
合』
十
番
挿
絵(
兄)
、
同
前
図
八
｢
武
勇
見
立
十
二
支
丑
鬼
童
丸｣
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
、
鈴
木
重
三『
国
芳』
(
平
凡
社
、
一
九
九
二
年)
図
九
｢
絵
鏡
台
合
か
ゞ
身
猫｣
、｢
没
後
１
５
０
年
歌
川
国
芳
展｣
図
録
(
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
、
二
〇
一
一
年)
図
十｢
絵
兄
弟
道
引
二
十
四
孝
呉
猛｣
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵(
本
別
九
―
二
八)
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ィ
ル
ム
番
号
1186
図
十
一
｢
絵
鏡
台
見
立
三
十
木
花
撰
安
部
の
保
名
く
ず
の
葉｣
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
浮
世
絵
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
作
品
番
号401
―0015
図
十
二｢
絵
兄
弟
や
さ
す
か
た
鵺
退
治｣
、｢
没
後
１
５
０
年
歌
川
国
芳
展｣
図
録(
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他
、
二
〇
一
一
年)
図
十
三｢
絵
兄
弟
願
の
額
面
石
橋
山｣
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵(
寄
別
二
―
七
―
一
―
三)
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ィ
ル
ム
番
号2090
図
十
四
｢
縞
揃
女
弁
慶
柳
下
亭
種
員
制
札｣
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
(
寄
別
二
―
三
―
一
―
五)
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ィ
ル
ム
番
号IPA
259
図
十
五｢
大
願
成
就
有
ヶ
滝
縞
梅
屋
布
引
の
滝｣
、｢
国
立
国
会
図
書
館
蔵(
本
別
一
五-
二
三)
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
フ
ィ
ル
ム
番
号1405
【
付
記
】
図
版
の
掲
載
を
許
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
(
す
ず
き
・
な
お
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
在
学)
―  ―
